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■ 出会わないことが、最善の安全対策1!人 が いることを クマに知 らせてやろ う ノ

さまざまな野外活動 にお いて ヒグマにかかわ る危険を回

避 するたあに最 も重要 なことは、「出会わな い こ と」、 「引

き寄せ て しまわないこと」で ある。一旦遭遇 して しまえば、

その時 々のさまざまな状況や突発的 な不可抗力 によって、

予想外 のことがお こりうる。絶対確実な対処法はないといっ

て良 い。

知床国立公園 は世界的にみて も最 も高密度 に クマが生息

す る地域の一つであ るが、そのよ うな環境 にあ ってさえ、

注意深 くクマを回避す る対応を とれば、出会 う可能性 をほ

とん どゼ ロに近い もの とす ることが可能 である。 また ヒグ

マを不用意に引 き寄せないよ うな配慮 を怠 らない ことで、

遭遇の可能 を さらに小 さな もの とする ことがで きる。

本マニ ュアルは、1978年 か ら1987年 まで筆者 とフ ィール

ドワー クを ともに して くれた北海道大学 ヒグマ研究 グルー

プの多数 のメ ンバー と共有 した様 々な ヒグマとの出会 いの

経験 がベース とな っている。 さ らに年間400～600件 もの ヒ

グマの出没 に対応 して、知床国立公園 の公園利用者 の安全

確保 と自然状態 のクマの生存 を両立 させ るために、 日夜努

力 を続 ける斜里町知床 自然 セ ンター管理事務所の スッタフ

たちの経験 に も裏打 ちされて作成 され た。数多 くの クマと

のや りと りに関す る貴重な記録を残 して くれた多 くのスタッ

フに感謝の意を表 したい。

尚、本 マニュアルは、 まだ ここに整理 されていな い状況

に関す る記述や、今後得 られ る新たな知見について、更 に

改良 を加えて行 く途上にあ るものであ り、順次 改訂 され る

予定であ る。

(1)

1)物 音 た て ろ!、 声 を出 せ!

*ヒ グマの聴覚 は、人間 よ りもはるか にす ぐれて いる。

距離的 に余裕 のある うちに人の接近 に気付 けば、 クマは

人 を避 けて離れて行 く。多 くの場合、 クマが いた ことに

人間側 は気付 きも しないことが ほとん どであ る。 ヒグマ

は基本的 に極めて遠慮が ちな大型哺乳類なのだ。 普通に

ただ歩 いて いて も、 ヒグマ は敏感に感 じ取 って逃 げてい

くことが多 い。'

*従 って、人間側が積極的に音をたてて知 らせ る努 力を

してやれば、遭 遇の可能性 は極 めて低 い もの となる。 そ

の手法は人 によ ってや りやすい方法 であれば何でも良 く、

要 は 自然 界にあま りない異質 な物音 をたてればよい。例

えば、鈴 をぶ ら下 げ ることは最 も一般 的に行われている。

よ く見 られ るザ ックに シェラカ ップをぶ ら下 げてカ ラカ

ラいわせている人 は、 もうそれで十分 である。空 き缶 に

小石 を入 れ、紐 をっ けてぶ ら下 げて振れ ば、最 も安上が

りか もしれない。

*声 を出 して歩 くの も有効で ある。複数の人で行動 して

いる時 は、 お互 いに世間話で も しなが ら歩 けば、 ヒグマ

にとって十分 に人 の接近の予告 にな る。ただ し、単独で

はなか なか話 も しづ らい し、一人で山の中を ブッブッ独

り言 を言 いなが ら歩 いて いた ら、突然他人 に会 った場合、

変人か と警戒 され る恐れがあ ろう。

*ヒ グマの生息地の山の中で は単独行動を避け、複数 で

歩 くことの方が安全であ る。人数が いれば、足 音や声 な

どどう して も物音が出 るし、万が一 クマ と出会 って も、

複数でま とまって行動 してい るグループは襲 われづ らい

ことが、北米 での研究で証 明 されている。
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要点の整理!

1)自 分 の存 在 を ク マ に知 らせ て や る。 物 音 を立 て なが ら行 動 す る こ と。

*ヒ グマが人 の接近 に気付 くと、 ほとんどの場合、 クマの方で避 けて行 く。気付かぬ まま至近距離 で出会 うと、

驚いて自己防衛 のための攻撃行動 に走 る危険性が ある。 クマは人間 よ りもはるか にす ぐれ た聴覚や嗅覚を持 って

い る。距離 的に余裕 のある うちに、積極 的に人 の接近 を知 らせてや る努力 を怠 らなければ、人が気付 く前 にクマ

は出会 いを避 けて くれる ものだ。

2)ヒ グ マ の 餌場 に近 づ くな!季 節 に よ って 変 わ る ク マの 生 き様 を 学 ん で お こ う。

*季 節によ って ヒグマが餌場 としてよ く利用 している場所 がある。例 えば、春 の沢筋 や 海岸 の雪解 けが早 い草

付 きの斜面、 夏のオオ ブキが生 い茂 った沢沿 いやア リの巣 が集 中 しているよ うな場所、秋 のクマの好物の木の実

がた くさん実 る場所 やサケ ・マスが産卵 している川、等 々。 このよ うな場所 ではクマに出会 う可能性が高 くなる。

ヒグマの1年 の生活 の有様 を学 んでおけば、無用 な出会 いを避 ける ことができる。

3)足 跡 や 糞 な ど、 ヒグ マ の痕 跡 に 注 意1周 囲 に気 配 りを 怠 りな く。

*新 しい足跡や糞、餌を食べた跡 な どの痕跡 があれば、 近 くに ヒグマがい る可能 性 があ る。 そ の よ うな場所 か

らは、早め に立 ち去 ることが得策 といえ る。 ここで もヒグマの痕跡 とは どんな ものか、 あ らか じめ学 んでお く必

要があ ることは言 うまで もない。

4)ヒ グ マ を誘 引 しな い!、 危 険 な ク マを 作 らな い!

*不 必要 に ヒグマを引 き寄せて しまう可能性があ る行為 は避け るべ きだ。 例えば、 ヒグマの生息 地 の中 で焼肉

などやれ ば、広範囲 に強力 にクマを誘引す ることにな って しまう。 また、 クマに対 す る訓練 を受 けていない犬 を

放 したまま連れて歩 くと、匂 いに敏感 な犬 はクマ に気付 いて不必要に吠えかか ることがあ り、 せ っか く人 を避 け

よ うと していたクマを怒 らせて しまう可能性があ る。詳細 は後述。

*何 気 ないゴ ミ捨て。 それが危険 なクマをわ ざわ ざ創 り出す ことにな る。人の食物 に味 を しめ た クマは、 人 を

回避 しな くな り、 む しろ、 しつ こ く人や人家の近 くに寄 って くるようにな って、人 との危険な遭遇の可能性 を高

あて しま う。 もちろん、 クマへ の餌や りなどもっての ほか!!

ち ょっとレベルア ップ

登 山道 な どで鈴 をっけている人 は多 い。 しか し、 これはか な りうるさい。 クマに関 して は安全か も しれな いが、気

持ちの良い登 山道 や遊歩道 で ラジオの音 が こだま して くるのは興 ざめが甚 だ しい。 あまり大音響の鈴は考え物である。

知床 自然 セ ンター管理事務所 のクマ対策 ス タッフは鈴 を携帯 しない。 なぜ な らば、 まず、 うるさい。 そ して、 自分

の意志 に無 関係 に常 時鳴 り続 け るので、 クマが近 くにいて もその気配 や動 きを感 じることがで きないか らである。我々

は、見通 しが悪い ところや曲が り角 に来 た時、 あるいは、真新 しい痕跡が あ ったり匂 いが して近 くにいそうな時 に、

手を叩いた り 「ホイ ッ、 ホイ ッ」 と声 を出 した りしてお り、 それで十分 である。 ただ、 これ も 「ホイッ、ホイ ッ」言 っ

てい る時に急に人に出会 うと、 なかなかばっが悪 い ものではある。

ただ し、 これは必要 かっ適切 な時に声 を出す判断 がで きない人 にはお勧 めで きない。 そのよ うな場合 は、常時鳴 る

鈴の方が良いであろ う。 また、山菜取 りなど クマ以外 の ことに意識 が集 中 しがちな時 には、鈴 の方が得策か もしれ な

い。
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2)川 沿 い は要 注 意!

*水 音が騒 々 しい川沿 いでは、物音 が聞 こえづ らい。 こ

のよ うな場所 では、特 に注意 を要す る。

*さ らに、川 は蛇行 して いて見通 しの悪 い曲が り角が多

く、夏 にはクマの好物 のオオブキが密生 して いる場合 も

多 い。水音が騒 々 しく見通 しの悪 いところで は、大声を

張 り上 げた り、大 きな金属音 のす るものを叩 いてか ら、

通過 した方が良 い。腰 に下 げた鈴程度では役に立たない。

*釣 り人 は特 に注意!!。 釣 り人 は往々 に して釣 りに熱

中 して、川面ばか りを見て歩 いた り、周囲への警戒を怠

りが ちで ある。特別 に注意を要す る。

3)風 を 見 よ!

背 中 に追 い風 、 安 全 サ イ ン

*ヒ グマの嗅覚 は聴覚よ りもさらに鋭 いと言われている。

ヒグマが最 も頼 りに してい るセ ンサーは 「鼻」 と言 って

も過言ではなかろ う。 出会 った相手 が何者 かわか らない

場合に、 ヒグマが しば しば見 せる行動 として、後 ろ足 で

立 ち上 が って、 周囲を見 回 しなが らを鼻 を ヒク ヒクさせ

る場合 がある。 これはまさに匂 いで相手 をかぎ取 ろ うと

している ものである。立 ち上 がる行動 は、 そのまま即、

攻撃行動 ではないので冷静 に!

*匂 いは、 クマに人間 の接近 を予告す るたあに重要 な要

素 となる。 自分 の進行方向か ら風が吹 いて いた ら、 も し

前方 にクマが いて もそのクマは人 の接近を感 じることが

できない。向か い風 に向か って進む時 には、匂 いはあて

にで きないため、特 に注意 して積極的に物音をたてて知

らせてや らな ければ ならな い。逆 に、背中側に風を受け

て進んで いる時 には、 クマ に気付 いて もらいやすい。か

といって、物音をたて る注意がお ろそかにな ってはな ら

な い。

4)強 風 は要 警 戒1

*強 い風 が吹いてい る時は、木 々のざわめきで音 を感 じ

ることがで きな くな る。 さ らに、 あま りに も強 い風 や頻

繁 に風 向 きが変 わる嵐 のよ うな時、風 の変 わ りやす い地

形 にいる時、 クマは匂 いで人 を感 じることが できな くな

る。

*そ んな時 には、 クマの嗅覚 をあてにす ることはで きな

い。特 に大 きな声 や音を たてて警戒 しなが ら歩か なけれ

ばな らない。 むろん そん な強 い風 の時 には、木の枝が折

れて飛んで くる危険 などもあるので、出歩かな いことの

方が得策 と言え る。

5)眼 力 は人 間 の 方 が 一 枚 上 手!

*耳 も鼻 もきかな い状態の時、例えば、風 が逆風 で騒 々

しい波音が聞 こえてい るよ うな時、 クマは至近距離 に来

るまで人 の接近 に気付 くことがで きない。 わずか30～40

mも 離れ るとなかなか気付 いて くれない場合 もある(人

が動いていれば別 だが …)。 クマの視 力 はあ て にで

きない と考 えておいた方 が良 い。 そんな時 には、 クマよ

りもはるか遠方 か ら、人 間の方 が目で見て気付 くことが

で きる。 クマの側に気付いて もらうばか りでな く、人 間

の方 も動物界では数少ない立 体視 可能なす ぐれた視 力を

もって、常 に周囲に注意を払 う必要 があ る。

*野 外では、風 や音の状態 が しば しば クマの嗅覚 や聴覚

に とって不利 な状況 があ り得 る。 また、 その状況 は刻 々

と変化 する。 クマの嗅覚 ・聴覚 に頼 ってばか りはい られ

ないのだ。従 って、人 間側 にと って視界 の悪 い状態 の時

に歩 き回 る ことは、遭遇 の機会 を増 して しま う。

*登 山で しば しば見 られる夜 明け前 の出発 や夜間 の無理

な行動 は、遭難対策上 ばか りでな くやめた方が良 い。 も

ちろん霧 で視界 がきかないような時 の行動 も慎むべ きで

ある。 クマは比較的人通 りの多 い登山道や遊歩道 を日中

は避 けて いて も、人が少 ない夜間 ・早朝 ・薄暮時 には近

くに来て いることが ある。

6)自 転 車 は速 す ぎる!

*マ ウンテ ンバ イクばや りの昨今、山道や中に は登山道

や遊歩道 まで 自転車で走 る人が いる。 自転車 は比較的静

か に、 しか も、 クマが通常 予想す るスピー ドよ りもはる

か に早 く移動 してい る。見通 しの悪い曲が り角な どで、

クマが前 もって気付 くことがで きずに出 くわ した り、 あ

るいは、何者 かの接近 に気付 いていて も、逃 げよ うかど

うしよ うか と迷 っている うちに、 クマにと って予想外 に

速 く至近距離 まで来 て しま った り、 とい うことがあ り得

る。

*知 床国立公園 では、 しば しば舗装道路 でさえ呑気 な ヒ

グマが の この こ歩 いている。 自転車 の人 も ヒグマとの遭

遇 に注意 しなが ら走 らなけれ ばな らない。北米 の国立公

園で は、 サイク リス ト専用 のクマに関す る安全対策用の

パ ンフ レッ トが配布 されて いるほどであ る。

*万 一、 ヒグマに出会 った らす ぐに自転車を止あ、 クマ

を興奮 させた り追跡行動を誘発 しな いよ うに、ゆ っ くり

自転車を押 して歩 きなが ら後退 しな ければな らない。特

にキ ャンプ用の食物な どが積んであ る自転車 を放 置 して

逃げて はな らない。 ヒグマに人 為的な食物 の味を覚 えさ

せては危 険であ る。 ま してや、人 に出会 う → 人 は驚い

て逃 げ る → 残 された自転車 には食 べ物 がある、 とい う

連想 を学習 を させてはな らないのである。

7)健 康 志 向派 人 間 よ

山 の 中 で まで ジ ョギ ング す る な!

*知 床国立公園内 で も早朝や夕方 に、 ジ ョギ ングを して

いる人 を最近見か けるようになった。 しか し、その時、

道 の先 の曲が り角で足音 に気付 いた母 グマが、仔 グマを

逃が そうか どう しようか と思案 して いるか も しれな い。

あなたの足が予想以上 に速 く、その角 に着 くまでに母 グ

マは決断で きいな いか も しれな いと、 ちょっと想 像 して

み るとよい。運悪 くそ うであ った ら、あなた は最 悪の悪

夢を見 ることにな る(仔 に危険が迫 った と判 断 した母 グ

マが、時に如何 に危険な存在 にな るかは後述)。
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ジ ョギ ン グ 中 の 事 故 の 例 ・ … 参 考 ま で に

1995年7月 、 アラスカ州 アンカレッジ郊外の トレッキ ングコースで ジョギ ングしていた人 がいた。運 の悪 い ことに

そのコースの脇でた また まヘ ラジカを倒 して食べていた アラスカヒグマがいた。 そ こに走 って行 ったその人 は・ ヒグ

マに襲われて死亡 した。

この事件 の原因 は、 まず、大型の餌を確保 して、それを守 ろうとしてい るヒグマが如 何に攻 撃的な存在 とな るか と

い うことを示 して いる(こ の件 の詳細 は後述)。 次 に、予想外 に速 いスピー ドで近づいて きた人間に対 して、 ヒグマ

側 も驚 いて過剰反応 を した こと も絡んで いると分析 されて いる。

注意 ノヒグマが いるのはこん なと ころ1

1)春 の 餌 場 とそ の 回 避

*春 の山菜取 りに適 した場所 は、 ヒグマの餌場

春 の雪解 けが早 く草本の生長が早 い沢筋や海岸の草付

きの斜面 は絶好 の山菜取 りポイ ントで ある。 そんな場所

は春 の ヒグマの重要 な餌場で もあることをお忘れ な く!

良 い場所 を見 っけた ら、焦 る心 をおさえ て、 まず は右

見 て左見 て声 をかけて、 クマがいない ことを確か めてか

ら取 り始 めよ う。

残雪 の上や雪解 け後 のぬかるんだ場所 には、 ヒグマの

足跡が残 りやすい。下 図のよ うな足跡 があ った ら、 そ こ

はヒグマ も餌場に しているところなので、早 々に立ち去 っ

た方が良 い。

特徴 と して は指が5本 あ り、後足 は扁平で縦長。裸足

の人間 の足跡 にどことな く似て いる。前足の掌 は横長で、

保存状態が良 けれ ば後 ろに 「指根球」 という丸 い肉球の

跡が残 る。前足 の幅14cm以 上 はオスの成獣で、 それ未満

はメスか若 いオスである ことがわかっている。

*

左前足 右前足

左後足 右後足

餌場 になる。

の一つo

出会 う。同 じような環境 にはえるザ ゼ ンソウも好物なの

で要注意。

*エ ゾ シカの越冬場所 は危険が いっぱい

冬 か ら春 の残雪期 には、 エゾ シカは冬越 ししやす い場

所に集ま っている。 そんな場所 には、冬 の寒 さや雪 で死
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美 しい ミズバ シ ョウの群 落は要注意!

ヒグマ は大好 き。

春か ら初夏 にか けて ミズバ シ ョウの多い湿地 はクマの

ミズバ シ ョウの葉や地下茎 は大好 きな食物

きれ いな ミズバ シ ョウに見 とれて いるとクマ に

んだ エゾシカの死体があ った り、弱 ってふ らふ らにな っ

たシカが いることが多 い。 エゾシカが急増 した道東では、

それ をね らって冬眠明 けの ヒグマた ちが、 シカの越冬場

所 を積極的 に利用 して いる。

シカの死体 のような大 きな餌 は、一度 に食べ きれな い

たあ、 ヒグマは何 日 もそ こに留 まって食べ続 ける。近づ

く者 があれば、攻撃的 にな って自分 の餌を守ろ うとす る。

知 らずに近 づ きで もした ら、 たいへ んな ことになる(シ

カの死体 に関す る危 険性 は後述)。

春先、エ ゾシカがた くさん見 られるよ うな場所 に入 る

ときは、十分に警戒 しなければな らない。

*海 獣の死体 に気を付けて!

春、流氷が去 った後、道東や道北の海岸に は、アザ ラ

シや ト ドなどの死体が打 ち上 げられて いることがあ る。

海獣類が腐敗す ると独特 のひどい匂 いを放っ。 ヒグマた

ちと って これはたま らなな くいい匂 いで あり、何キ ロも

先 か ら引きっけ られてや って くる。近 くに人家 などが あ

れば、速 やかに撤去 しなければ、 もし人が近づいた場合、

シカの死体 と同 じ危 険性 がある。

付 近に人家や交通量 の多い道路 があ り、 山林 か らある

程度離れていて、 日頃は ヒグマが出て くることなど考 え

られな いような場所で も、海獣の死体 があれば ヒグマは

や って くる。 この匂 いには、人間に対す る警戒心を忘れ

させて しまうほどの、極めて強力な誘引力があ る。

死体が そこに見え な くて も、海獣の腐敗臭が漂 い、何

かを引きず って行 ったような跡が浜辺 にあれば、す ぐ背

後 の藪 の中で ヒグマが饗宴 のまっ最中か も しれ ない。 ク

ジラのよ うな大 きな海獣 の場合 は引きず っていけないの

で、近 くに隠れて夜 間など人 目に付 きず らい時 に出てき

て食べ続け る。 大型 の動物 が肉を食 べた跡 が クジラにっ

いていれば、今そ こに クマがいな くて も、 す ぐ近 くに潜

んでい る可能性が大であ り、警戒 しなければな らない。

*春 か ら初夏は ヒグマの繁殖期

5～6月 は ヒグマが繁殖す るシー ズンであ る。オ スグ

マは目の色を変えて メスグマを追い回 して いることがあ

り、周囲 に対 して不注意 になって いることが良 くある。

メス もオスに追 い回 されて逃 げることに精一杯で注意散

漫 にな っている ことが ある。突然 の遭遇が起 こりやす く

なるので、 よ り積極的 に人 の存在 を知 らせ てやる努力 を

する必要 がある。 あなたの目前 を、後 ろばか り振 り向き

なが らメス グマが走 り抜 け、 そのす ぐ後 を巨大 なオスグ

マが足音 も重 々 しく走 って くることが起 こ りう る。 「メ

スグマの後にオ スグマあ り!」

(4)



春、冬眠 明けの ヒグマは空腹?、 危険??

4ケ 月以上 にもお よぶ冬眠か らさめて出て きた ヒグマ はさぞ空腹であ ろう。腹をすかせた春先の ヒグマ は一段 と危

険 なので はな いか?と しば しば問われ る。 しか し、 調査や対策活動で、早春か らヒグマ と至近距離でや り合 うことの

多 い我々の経験か ら して も、特にそのよ うな素振 りを見 せ るヒグマを見た ことはな い。 また、過去の各地の記録か ら

も、冬眠明けに腹をすかせた ヒグマが事故 を起 こした と断定 で きるような ものは存在 しない。

春の ヒグマが、他の季 節に比 べて危険 とい うことはない と言 え る。

2)夏 の餌 場 と そ の 回避

*オ オブキが密生 した川にはクマがいる

道内の河川で は、川沿 いにオオ ブキ と呼ばれ る大型の

フキが密生 してい るところが多い。 オオ ブキは夏 の ヒグ

マが最 も好む食 物の一 っであ り、 そのよ うな場所 は ヒグ

マが餌場 に してい る可能性 が高い。

ヒグマはオオ ブキの葉柄(茎)の 部分 を食 べるが、完

全 にかみ切 らずに葉 と根元 の間に何本 かの繊維 を残 して

食 べる ことが多 いので特徴 的な食べ跡 になる。 オオブキ

が食 い散 らかされた跡 があった ら、葉 の部分 をっ まみ上

げてみよ う。茎 の部分が食べ られて一部 な くな り、葉 の

側 に残 った茎 と根元側 の茎が繊維でつ なが って いた ら、

まちが いな くヒグマが食べ た跡で ある。

ヒグマは沢筋 に沿 って オオブキの密生地を渡 り歩 きな

が ら、多 いときには1ヵ 所で数百本 ものオ オブキを食べ

る。食べ られた オオブキの茎の切 り口や葉が、 まだみず

みず しい ような ら、近 くにい る可能性があ る。 早々に立

ち去 った方が良 い。

ヒグマがオオ ブキを食べた跡の典型 的な状態

*セ リ科草本が多い草原 も要注意

セ リ科の草本 はオ オブキ とともに ヒグマが夏に最 も好

む食物であ り、 これがた くさんはえてい る草原 を餌 場 と

してい る場 合があ る。 ヒグマは これ らの茎や葉 を食 べ、

地下 茎の部分 も掘 りかえ して食 べ る。 セ リ科 の草本 は、

・ 茎のて っぺんに小 さな白い花 が密集 して咲いてい るのが

特徴。 これ らが多 く生 えているのは、樹林帯 を こえた高

山の斜面 やカール状 の地形、沢筋 の雪崩付 き斜面の草原、

海岸段丘上 やその斜面 などである。

このよ うな場所 ではあち こちに大 きく地面 を掘 りかえ

した跡 がみ られる場合 もあ り、時 には広範囲 にまるで畑

を耕 したよ うになっている こと もある。

セ リ科草本 を食べ た糞 は黒 っぼ く、新 しけれ ば表面 に

(5)

照か りが ある。草 を食べ た り地面 を掘 った跡 があ り、 し

か も、太 くて黒 い糞が落 ちているよ うな ら、 ヒグマの餌

場 にまちが いない。

*ア リが うようよ、要注意。

盛夏の頃 となれば、 ア リの巣 は最 も大 き く発達す る。

その ころ ヒグマは夏の貴重な タ ンパ ク源 と して さかん に

にア リを食べ る。枯れ葉な どを小 さな丘状に積み上 げた

ア リ塚が崩 されて いた り、石や朽ち木がひ っくり返 され

て、その下の ア リの巣がむ き出 しにな ってい ることがあ

る。大 きな石や太い朽ち木 をひ っくり返 すよ うな動物は

クマか人 間だけであ るが、 山の中でそんな物好 きな こと

をす る人 はいない。

巣 を荒 らされたア リたちは、大慌 てで地表 に出た卵 や

幼虫 を地下 に運 び込 み、30分 ほどで巣 を修復 して しま う

ので、 もし、荒 らされた巣 の表面 に無数 の働 きア リが大

騒 ぎ していて、卵 や幼虫 も散乱 しているような ら、 それ

は極 あて新 しい。近 くにまだ ヒグマが いる!

*排 根線 は気 を付 けよう!

ヒグマの夏の餌 の3種 の神器、オオブキ ・セ リ科草本 ・

ア リの巣が いずれ も豊富 にあ るのが、畑を造成す る際に

出て きた抜根を土手状 に積み上げた 「排根線」であ る。

しか も、丈の高 い草や潅木に覆われて身を隠 しやすいの

で、 ヒグマたち は しば しば餌場 としてい る。

農地 や開拓跡地 で、排根線沿 いに歩 くよ うな時は、 そ

の藪の中か ら驚いた ヒグマが飛 び出 して くるか もしれな

い とい うことを想定 しなければな らない。

*夏 の木 の実 も大好物

秋 を待 たずに夏 か ら熟 すエゾヤマザク ラやヤマグワは

ヒグマに とって、夏 の貴重 な ごちそ う。 ヒグマが頻繁 に

通 ってきているか もしれない。

離農跡地 の廃屋 の跡 などに しば しばあるスモモの木 も

夏 か ら実が熟 す。豊作 の年 には、地面 に落 ちて発酵 した

実 の甘酸 っぱい匂 いが、付近一帯 にたちこめて いること

もある。 そん な時、果実酒 にで も漬 けようか と思 い立 っ

た ら、 まず は近づ く前 に大声で も上 げて、 クマさん にお

知 らせ しないと、木 の下で はち合わせす ることになる。

*ワ ラビ取 りは子 ジカに注意

6～7月 はエゾシカの出産 シーズンであ る。子 ジカは

生後1週 間位 まで外敵が近づ いてもまった く動かず にじっ

と草の中 に隠れて、敵をや り過 ごそ うとす る。人間で も

手づかみ にして捕まえ ることがで きるほどだ。

この時期、エ ゾシカが出産 して いる場所で は、 このた

やす く捕まえ られ るごちそ うにあずかろ うとす るヒグマ

が、 鵜の 目鷹 の 目で うろ うろ してい ることがあ る。
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ち ょうど同 じ時期、同 じような環境 は、 ワラビ取 りの

絶好の場所 とな る。下を向いて ワラビばか りに集中 して

いると、子 ジカ探 しに熱中 して歩 き回 るヒグマ と接近遭

遇す るか も?

3)秋 の餌 場 とそ の 回避

*上 も向 いて歩 こう!秋 の山

秋、迫 り来 る冬を前 に、冬眠 に必要 な脂肪 を蓄え るた

め、 ヒグマたちは山 の実 りを堪能す る。 この時期、最 も

重要 な食べ物が ドング リ(ミ ズナラの実)だ 。 ドング リ

が たわわに実 った森 は、 まさに ヒグマたちの食卓。豊作

の森 には、何 日間 も留 ま って ドング リを食べ続 ける。

また、人間 に も人気 の高 いサルナシ(コ ク ワ)や ヤマ

ブ ドウは ヒグマ も大好物。 た くさん実 っている所 には、

ヒグマ も来 ると考 えておいた方 が良 い。

木 の実 の豊富 な森 を歩 くときは、地上 ばか りに注意 を

払 っていて もダメである。 しば しば、 ヒグマは木 に登 っ

て木 の実 を食 べるのに熱 中 している ことがあ る。 そんな

時、知 らずに木 の下 を通 ると、驚いた ヒグマがほ うほ う

の体で木 か ら滑 り落 ちて くることが実 際にあ る。秋 の山

は上 方要注意であ る。

ヒグマが木の実を食 べに来て いる森に は、登 った とき

の爪痕が木の幹に残 ってい るので、注意すればす ぐにわ

か る。 また、木の上で枝を折 って は実を食べ るために、

「クマ棚」 また は 「円座」 と呼ばれ る折 れ た枝 が樹 上 で

寄せ集め られた ような ものを見 ることがで きる。木々の

葉が緑色の うちには折 られた枝の葉だ けが茶色 く枯れて

お り、 また、晩秋 に他の葉が落葉 した後 には、折 られた

枝の枯れ葉だ け落ちずに残 って いるので、離れた場所か

らも容易 に判別で きる。

礫 脈

足の爪痕

足の爪痕

*キ ノコ取 り、夢中 にな るの は程 々に!

秋 の山の楽 しみはキノコ取 り。中 で もマイ タケ取 りは

多 くの人 々を夢 中にさせ る。 マイタケが はえるよ うな立

派 な ミズナ ラがある森 は、 ドング リなどの木 の実が豊富

な森 であ り、秋 には ヒグマたちが頻繁 に利用 しているは

ず である。往 々に してキノ コ取 りの時 は、地面 の方 ばか

りに気 が向いて、注意散漫 にな りがちなので要注意!。

*遡 るサケ ・マスは海 か らの贈 り物

秋 の ヒグマたちに とって、川 に遡 って産卵 するサケ ・
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マスは、海 か らの最高 の贈 り物 である。多 くの川 では人

工 ふ化事業 のために、人間 たちが河 口で魚 を取 り上 げて

しま っているが、知床 にはサケ ・マスが自然 に産卵 して

いる川 がまだ残 っている◎

折り集めら_
れた枝

クマ棚 の例

そん な場所 は ヒグマた ちにとってすば らしい餌場 とな

る。 サケ ・マスが産卵す る8月 末か ら11月 にか けて、産

卵場所 には何頭 もの ヒグマが入れ替わ り立ち替わ り現れ

た り、 あるいは同時 に現れて夢中 にな って魚を食べ る。

サケ ・マスが産卵 して いる川で は、 た くさんの足跡や

食べ残 した魚が川岸 に残 って いる。

そのような場所で は、十分 に警戒 しなが ら歩 く必要が

ある。特 に川沿 いは音が聞 こえづ らいため、至近距離で

出会 う確率が高 い。 ヒグマの痕跡がた くさん残 って いれ

ば、 たとえ姿 は見え な くて も、す ぐ近 くの川岸や斜面の

森 の中で休んで いることが多 い。

*高 山の実 り

秋 の高山 の紅葉 は、 ひときわ鮮やか な色合いを見せ る。

そん な時期 の登山 の楽 しみの一っが、 コケモモ ・クロウ

スゴ ・クロマメノキ等 々の甘 い木 の実で あろう。 これ ら

がたわわに実 って いるような場所 は、同時 に、 ヒグマた

ちの饗宴 の場 で もある。下 を向 いて甘 い実 をほおば るこ

とばか りに夢 中になって いると、同 じことを しなが ら近

づいて くる毛 む くじゃらの同業者 に気付 くのが遅れ る場

合 があ り得 る。



自ら危険 をまね くべからず1

1)仔 グ マ の後 に、 母 グ マ あ り!

*仔 グマに決 して近 づいて はな らない。仔 グマにち ょっ

かいを出す行為 は、母 グマを引きつけるど ころの話 では

すまない。黒 い弾丸 の ごとく、 あなたに突進 して くる母

グマを 目にす ることは避 けた方 が身 のためである。

*仔 グマ しか見えな くて も、親 がいない と思 った らおお

まちがい。 必ず近 くにい る。母 グマが子 に危 険が迫 った

と感 じた ら、死 にもの ぐるいで向か って くる。 体 重100

キ ログラムを超え る筋肉質のおば さん と戦いたい と思 い

ますか??。

*仔 グマたちは、危険を感 じた らす ぐ木に登 るように教

育 されて いる。樹上 にか わ いい仔 グマ を見 つ けて も、

「あ ら1か わ いい」 と近づ くべか らず。 木 の下 の藪 の中

には、全身 を緊張 させ た母 グマが潜んで いるのはまちが

いない。

2)ゴ ミ捨 て は、 あ な た も、 後 か ら そ こ に来 る 人

を も危 険 に 陥 れ る。

*ほ とん どの ヒグマは人 や人家 な どを避 けて行動 する。

しか し、そんな ヒグマ も一旦 ゴ ミな どの人為 的な餌 に餌

付 くと、急速に行動パ ター ンを変え る。人 や人家に しっ

こ く接近 して、餌を再び手に入れ ようとす る。 その執着

は尋常 なもので はな く、 まった く別の個体にな ったかの

よ うに思え るほどで ある。

*人 身事故 を起 こす クマの多 くが、 ゴ ミなどに餌付 いた

ものである。何気 ないゴ ミの投 げ捨てが、危険 な ヒグマ

をわざわざ創 り出す行為 となる ことを肝 に銘 じなけれ ば

な らない。

*例 えば、 キ ャンプを してその付近 に生 ゴ ミなどを捨 て

ると、 ヒグマを引 き寄せ ることとな り、 自分 たち自身 を

危険な状態に して しまう。滞在 中にたまたま ヒグマが来

な くて も、後でや って きた ヒグマが餌付 く可能性がある。

その後、同 じ場所で キャンプをす る人たちがいれば、 ヒ

グマは再 びお い しい餌が手 に入 ると思 って寄 って くるだ

ろ う。何気 ないゴ ミ捨てが、後か らや って くる別の人た

ちを危険 に陥 れる ことにな りかね ない。

*知 床国立公園 では、道路沿 いを呑気 に歩 いて いる ヒグ

マが しば しば見 られる。 そんな ヒグマに車 を寄せ て、車

窓か ら餌 を投 げ与 える観光客 が最近 目に付 いてきた。 こ

れ はとんで もない行為 である。 かって、観光客 によるク

マへの餌付けが頻繁 に行 われた北 米のイエ ロース トー ン

ス トーン国立公園で は、餌付 けされた クマによ る凄惨 な

死傷事故を多数経験 した。 クマへの餌付け は 「殺人幣助

行為」 とさえ言え るのだ。

*最 近、環境 に優 しい生 ゴ ミ処理方法 と して普及 して き

たコ ンポス ト。 これ も場合 によって は考え物であ る。 ヒ

グマが生息す る山林 に近 い地域で は、 ヒグマが餌付 く可

能性 があるので、 やめた方が良 い。餌付 いたクマは 「駆

除」 される運命 になるか もしれず、 あま り自然 には優 し

い行為 とは言 えない。 また、 自分 の身 の安全 に も優 しい

とは言 えない。

3)寝 た 子 を 起 こす な!

や り過 ごそ う とす る ク マ を 怒 らせ る の は 愚 か

な こ と。

*山 道や沢筋を歩いて いる時、急に前方の藪 の中で大 き

な動物が動 く気配が して、す ぐに静かにな ることが しば

しば ある。それ はあな たの接近 に気付 いた ヒグマがあわ

てて藪の中 に身を隠 して、あ なたをや り過 ごそ うと して

いるので ある。 ヒグマはす ぐ近 くで あなたが通 り過 ぎる

のを息 を潜 あて待 って いるので ある。 こんな時、何事か

と音 の方 に近づ いて はな らない。せ っか く避 けて くれた

ヒグマの厚意 を無 に して、双方 にとって不幸 な結果 にな

りうる。音 が静 ま った地点が あなたが通 ろうと して いる

道 か ら50m以 上離 れていそ うだ った ら、穏 やか に声 をか

けなが ら、 あるいは、手 を叩 きなが ら、 さっさと通 り過

ぎる。50m以 内であ りそ うだ った ら、 引き返 した方 が身

のためであ る。

*こ んな時犬を連れてい ると、匂 いに敏感 な犬 は クマに

気付 いて吠えかか って しま う場合があ る。 せ っか く藪 に

潜んで人をや り過 ごそ うとして くれてい るクマを不必要

に怒せて しまいかねな い。犬を放 して連れて歩いて いた

ら、 ヒグマにかか って いって逆襲 され、ひ るんだ犬 は飼

い主 の方 に向か って逃 げ帰 り、 その後 を追 って怒 り狂 っ

たクマが突進 して来 るとい う事態 になりかね ない。 クマ

に対 する訓練 を受 けていない犬 を山林 内で連れ歩 くと危

険な場合 がある。

4)エ ゾ シカ の 死体 に不 用意 に近 づ くな か れ!

*ヒ グマが 餌付いたエゾ シカの死体 は一触即発 の爆弾 と

同 じ

春先 は、越冬 に失敗 して死んだ シカや弱 った シカを ク

マは盛ん に食べ る時期であ る。 シカな どの一 度 に食べ き

れ ない大 きな餌を手 に入れ たクマは、その場 に何 日間 も

留 まって食べ続 ける。 そん な時、 クマは土や落 ち葉を数

メー トル四方 にわたって盛 り上 げて土饅頭 を作 り、死体

を隠 してその上 やす ぐそばに居座 り続 ける。人間 など近

づ くものがあれば、餌 を奪 われると感 じて、 クマは非常

(7)

に攻撃的 に餌

を守 ろうとす

る。 シカの死

体や土饅 頭 ら

しき もの、 あ

るいは、 直接

見 えな くと も

死体 の腐 敗臭

が感 じられ た

ら、決 して近

づいて はな ら

な い。全身 の

毛 を逆立てて、

怒 りを爆発 さ
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せた ヒグマの姿 は見た くない ものである。

*農 地の シカの死体の危 険性

農地の縁 や隣接 した山林 内に、有害鳥獣駆 除や狩猟 で

死亡 した シカの死体があ った場 合、 ヒグマが餌付 いてい

る可 能性があ るので不用 意に近 づいてはな らない。 シカ

によ る畑 の被害を防 ぐために、 周囲に漁網 などの網 を張

る例 が見 られ るが、 これは危 険な状況 をまねいて しま う

のでやめた方が良い。 なぜな らば、 オス ジカが角を絡 ま

せて動けな くな る例 が頻繁 に見 られ、 しば しばその シカ

を ヒグマが餌 として利用 しよ うとす るか らであ る。網 か

らシカを外 した り、網 を補修 しよ うとして不 用意 に近 づ

くと、餌を守 るために ヒグマが攻撃 して くる場合がある。

また、漁網を張 った程度 では、 シカの被害 を防 ぐこと

はもともと困難であ り、気休 め程度 に しかな らない。 ヒ

グマに関わ るよけいな危 険をまね くだけである。

*道 路の維持 管理作業 をする人のために

北 海道東部 の シカの密度 が高 い地域 では、 しば しば交

通事故 で死亡 した シカの死体 が道路沿 いで見 られる。 こ

れ らの処理 のために近 づ くときには、 ヒグマが餌付 いて

いないか どうか慎重 に見極 めなければな らない。特 に、

道路敷地 に接 した山林 内に シカが死 んでいる時は要注意

である。 そのよ うな場所 は、見通 しが悪 くて ヒグマがい

るかど うかを確認 しづ らい。 また、既 に道路上 か らヒグ

マが林 内に引 きず り込ん でいるのか もしれない。

シカの交通事故防止 にための防鹿 フェ ンスを張 る場合

には、繊維製素材 の網 を用 いてはな らない。その理由は、

上記 の 「農家 の場合」 と同様 である。

*狩 猟 や駆 除のシカの死体 も要注意!

シカの密度 もハ ンターの入 り込み も多 い道東で は、手

負 いにな って死亡 したシカの死体や狩猟で捕 られ た後 に

放置 された シカの残骸 を しば しば目にす ることがあ る。

これ らの死体 に ヒグマが居着 いて いる場合 にはたいへん

危険 であるので、不用意 に近づ いて はな らない。 また、

山奥 で捕 ったシカを解体 して、何度か に分 けて担 ぎ下 ろ

そ うとす る場合、運搬 して いる間 に ヒグマが餌付 いて い

る場合が あ り得 る。2回 目以降 に獲物の シカに近づ く場

合 には、十分注意 しなければな らな い。北米で はこの よ

うなシカの解体運搬の際 に、事故 に遭 うハ ンターの例が

しば しば報告 されて る。

近年、 エゾシカの個体数の増加 と駆除や狩猟によ るシ

カの死体の増加 にともな って、道東地区の ヒグマは積極

的 にシカを餌 と して利用す るようにな って きてい る。 シ

カの死体に はハ ンター も十二分 に気をっけな ければな ら

な い。

5)農 家 の 皆 さん へ の 注 意

*畑 作物被害の発生パター ン

秋 口の ビー ト畑やデ ン トコー ン畑、 メ ロン畑、 ニ ンジ

ン畑な どに は、 ヒグマが餌付 いて しま うことがある。

被害の多 くは、山林 に隣接 した畑 で発生 し、平野部 の

畑で は被害発生 は希 であ る。 しか し、 防風林 や河畔林 な

どの樹林帯 が、 回廊 のよ うに山か ら伸 びて きているよ う

な所で は、平野部であ って も被害が発生す ることがある。

彼 らは樹林帯 に身を隠 しなが ら密かに潜入 して くる。 油

断 は禁物であ る。

被害 は多 くの場合、畑の隅のす ぐ林に隣接 した ところ

か ら始 まる。 ヒグマ は夜間や早朝、夕方な どに人がいな

いのを見 はか らって、 こっそ り林か ら出て きて作物 を抜

き取 り、す ぐに身を隠せ る林内に もどって、そ こでゆ っ

くりと食べ る。警戒 して林縁部か ら離れよ うとせず、畑

の中で姿を曝 しての うの うと食べ るよ うな ことはほとん

ど しな い。 この ような時に は林か ら畑 への通 路のよ うに

草がな ぎ倒 されて クマ道がで きてい る。林に入 ると食べ

か けの作物が散乱 し、草が広 く踏み しだかれてい る。 ヒ

グマ はここに隠れて いて、人 目を盗んで は畑 の隅か ら作

物を失敬 して くるのだ。 この段階では広い畑では、ち ょっ

と見渡 した程度で はなかなか被害発生 に気付 きづ らい。

しか し、 この ように気弱で慎重な食べ方は、時を経 る

にっれ大 き く変わ って くるのが通例だ。だんだん大胆 に

畑の中央 まで食べに出て くるよ うにな り、その うち畑 の

真ん中 にの うの うと座 り込んで食べ始 め る。 それがは じ

あ は夜間な どの時間帯 に限 られていて も、その うち 日中

堂々 とや り始め る。

この ような畑への出没 パ ター ンか ら言 え ることは、 メ

ロンや スイー トコー ン、 デ ン トコー ンのよ うな ヒグマの

嗜好 性が高い作物 は、可能 な限 り山林 の林縁部 か ら離 れ

た農 地に作 ることで、被 害を受 け る可能性 を軽減 できる

とい うことであ る。

*畑 に作業 に入 る時の注意 点

生 ゴ ミな どに味を しめてい るよ うな特殊 なクマでない

限 り、むやみに人 に寄 って くる ことはないので、大 きな

音をたてて、人 が来 た ことを知 らせてか ら畑 に入 るよ う

にすれば、 クマは離 れて行 く。 デ ン トコー ン畑 のように

背丈 の高 い作物 が茂 って見通 しが悪 い場合 には、特 に注

意 しなければな らない。 もし、 クマを良 く追 う犬 を飼 っ

ていた ら、農地 に入 る前 にまず安全 な場所か ら犬 を放 し

て しば らく様子 をみて、物音 をたてなが ら入 るようにす

ればよい。

畑 の周囲 の排根線や林 内に休んで いることもあるので、

畑 の縁 の草刈 などをす るときは注意 しなければならない。

*電 気牧柵 は精神的なバ リアー

畑へ の被害 や侵入 は、電気牧柵を張 り、漏電 などない

よ うにきちん とメ ンテナ ンスすれば防 ぐことが可能であ

る。電気牧柵 は物理的 に侵入を防 ぐ柵で はない。常 に強

力 な電気 シ ョックを与え ることによって、 「精神 的 なバ

リアー」を形成す る。従 って、草刈を怠 って漏電 して い

ることが あったり、 クマが来な くな ったか らといって電

源を切 って いたりということが あると、バ リアーが崩れ

て しまう。電気 シ ョックがあ る時 もあれば、無 い時 もあ

る、 というような ことで は甘 く見 られ、強行突破 された

り、電線の下を掘 って侵入 された りということにな る。

電気牧柵で最 も重要な ことは、「きち ん と した メ ンテナ

ンス」であ る。それ さえ怠 らなければ、効果的なバ リアー

が形成 され、怖が って柵 に近づ く ことさえ な くな る。
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「電気牧柵 が効 かない」 とい う例 のほとん どは、 メ ンテ

ナ ンスを怠 けているか らにすぎない。

*農 業廃棄物 を捨 てるべ からず

メ ロンやスイカなど特 に ヒグマを誘 引する作物 は、商

品にな らない廃棄作物 を畑 に野積 み してお くと ヒグマが

餌付 く危険性 が高 い。

家畜 の後産 や発死獣 などを付近 に廃棄す るのは絶対 に

やめるべ きである。埋 めて も無駄 である。2～3m程 度

の深 さでは、 す ぐに匂 いで見 つけだ して食べ て しま う。

これ らは シカや海獣 の死体 と同様 に強力 に ヒグマを誘 引

して しま う。放 置すれば行動 はエスカ レー トして行 き、

結果 的に生 きた家畜 さえ襲 うよ うにな った例 が過去 に も

多 く記録 されている。 もちろん人身事故 に もっなが りか

ねない。

6)漁 業 者 へ の 注意

*漁 業廃棄物 はクマを呼ぶ

定 置網漁 では、 しば しばアザ ラシや トド、 イルカ類 が

羅網 して死亡 す る。 これ らの死体 を人家 や番屋近 くの浜

に放 置 してい るとヒグマが餌付 く危険性 が高 い。 また、

漁業施設 の近 くに海獣類 の死体 が打 ち上 げられた時には、

放 置せずに速 やかに撤去 すべ きである。手間 はかか って

も、 ヒグマが餌付 いた後 の厄介 さを考 えれば、 す ぐに処

理 すべ きだ。

また、雑魚 などを付近 の浜 に投棄 すると、海獣 の死体

と同様 の危 険性 が生 じる。 その他、生活上 の生 ゴ ミも同

様 である。

*魚 干 すならクマ注意!

ヒグマが生息 する山林 に隣接 した漁業施設 で干 し魚 を

作 る際には、干 す場所 を高床式 に して ヒグマが登 れない

よ うに した り、電気牧柵 で囲 わなければ、 ヒグマに食 わ

れて しま う可能性 がある。一度味 を しめると、非常 に し

つ こくね らって くるよ うにな り、 エスカ レー トした場合

には、番屋 など漁業施設 内に侵入 する ことさえある。

*空 き缶 ポイ捨 ての結末 は、番屋 の大被害

番屋 などを長期 的に留守 にする際 には、厳重 に戸締 ま

りを行 い、食 品は食用油 など調味料類 も含 めてすべ て撤

去 しなければな らない。最近 の番屋 における ヒグマの被

害では、 ま った く外部 に匂 いが漏 れない缶 ジュースまで

被害 にあ っている。1箱 まるまるすべての缶 ジュースが

飲み干され、空 き缶 が散乱 している番屋 もあ った。密閉

された缶 の中に甘 い液体 が入 っている ことをなぜクマは

知ったのだろうか?缶 の表面 に印刷 された 「オレンジジュー

ス」 とい う文字が理解 で きた とい うような ことは考えづ

らい。おそ らく、往々に して番屋での作業中に投げ捨て

られ るジュースの空 き缶 の中に残 った甘い匂いに誘われ、

缶を嘔 ってみて学習 したのであろ う。 何気ない空 き缶の

ポイ捨てが、危険な クマを創 り出す。

近年の知 床半島先端部周辺 の番屋におけ る被害発生状

況をみ ると、食料や ゴ ミの管理を厳格 に行 って いる番屋

で は、周囲に ヒグマが数多 くいて もまった く被害が発生

して いない。一方、 ゴ ミの管理な どにルー ズな番屋 は、

軒並み大 きな被害を受 けるという、明確な コン トラス ト

が見 られた。

7)そ の 他 、 狩 猟 中 の 事 故 を 回 避 す るた め に

*コ ール猟に関する注意

デ ィアー コールに よってエ ゾシカをおび き寄せて撃つ

猟が盛んにな りつっあ る。最近の道東地区の ヒグマ はエ

ゾシカを獲物 と して積極的 に利用す るよ うにな って いる

ため、 コールでお びき寄せ られ るの はオ スジカばか りで

な く、 クマ も引 き寄せて しまうか も しれな いということ

を念頭 にお いて猟を行わな ければな らな い。

8)キ ャ ンプ の 際 の 注 意

*テ ン ト内の食料保管や調理は世界の非常識!

日本で は常識的に行われてい るテ ン ト内の食料保管や

調理、食事をやめ ることが大前提であ る。北 米で はクマ

の生息地で この ような ことを行 うの は、 自殺行為 といわ

れて も仕方がな い。食料を クマに取 られないよ うに保管

方法を工夫す るとともに、食料保管場所、調理 と食事の

場所、および、就寝場所をそれぞれ100m近 く離 して、

三角形状に配置す ることが重要。 また、 クマに食料や ゴ

ミを奪われないよ うに工夫 しなければな らない。例えば

高 く木にっ るすな どの方法が、北米で は広 く行われてい

る。

*天 場選びは慎重に!

天場選 びも、 クマの通 り道や餌場 にな らない場所を選

ぶ配慮が重要。沢登 りでよ くや る川岸の フキ群落の中で

の幕営 は、通 り道かつ餌場への幕営であ り、 これ はやめ

た方が よい。 また、 ヒグマの餌が多 い高山草原や カール

は、快適な テン トサ イ トで はあ るが、 これ らも絶好の ヒ

グマの餌場で ある。 も し私 な ら、その ような場所 にはテ

ン トを張 らな い。快適性 より命の方が大切なので … 。
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また、古 いゴ ミが散 らか って いる場所で の幕営 も避 けた

方が良 い。以前捨て られ たゴ ミに味 を しあた ヒグマが近

くにいる可能性が あるか らだ。

また、登山 の場合、 クマの生息地で は食料 のデポ(事

前 の荷揚 げ ・残置)を 絶対 やって はな らない。 ヒグマを

餌付 けす る ことになって しま う。

しか し、上記 のような配慮 を知 って いる人 はまだ稀で

あるのが現状 である。我が国 の登山者 の多 くは、人が い

れば、 あるいは、 テ ン トが張 ってあれば、 クマは寄 って

こないと考 えているが、 そのよ うな常識 は もはや通用 し

ない。本州 の北 アルプスや大雪 山、知床 で も、 テ ン トが

あろ うが人 がいよ うが気 にせず に行動す るクマが増 えて

いる。

人 を気 に しない ことが、 そのまま即危険 とはいえない

が、 そ こでいい匂 いがプ ンプ ンしていた り、 あるいは、

食糧 や ゴ ミが外 に放 置された りしていれば、積極 的に近

づいて きて餌 として手 に入 れよ うとする場合 がお こりう

る。人為 的な食物 の味を覚 えて しま った クマは、極 めて

危険な存在 にな る。人 の近 くに行 けばおい しい餌が手 に

はい ることを学 習 して しまい、人を威 嚇 し排除 した り攻

撃 して食物を無理や り手 に入れよ うとす るようにな る場

合があ るか らであ る。そのよ うな例 は、北米で多数報 告

されてい る。キ ャンプ地や登山道に ゴ ミを捨てた り、 あ

るいは、食糧や ゴ ミの管理がず さんなキ ャンプをす るこ

とは、その時 自分たち はた また ま大丈夫であ った として

も、危険な クマを創 り出す ことによ って、後か らそ こに

来 る人々を危険 に陥れ る行為 とな ることを肝 に銘ず るべ

きであ る。最近お こった大雪山 にお けるヒグマのテ ン ト

襲撃事件 などを考え ると今後同様の事件が発生 しうる。

*食 料 コンテナや食料保管庫を活用 しよ う1

テン ト泊の際 には、就寝時 にゴ ミや食糧を テン ト内 に

置かな いことが鉄則であ るが、適切な保管場所がない場

合 も多 い。例えば、登山の際 には尾根沿 いの縦走路に は

高木がな く、食糧を高 くっ るす工夫をす ることもで きな

い場合が ある。

その ような場合、強化 プラスチック製の携帯用 クマ対

策 コ ンテナ(商 品名:BearResistantContainer)

に、食料 ・ゴ ミなどクマを誘引す る可能性の あるものす

べ てを ビニール袋で密閉 して入れ、 テ ン ト・調理場所そ

れそれか ら十 分離 れた ところに置いてお くのが最 も安全

であ る。

この コンテナは円筒形 の容器 にな ってお り、 ア タック

ザ ックの中に入 れた り、あるいは、専用の袋 に入れてザ ッ

クの外 に取 り付 けて運搬 する。太 い円筒形 の形 は、 クマ

に押 しっぶされた り、 あ るいは、 かみ砕 かれないために

工夫された形態 である。 また、蓋 は突起 が最小 限に押 さ

え られてお り、 クマの爪 がかか らないようになっている。

この コンテナの強度 は、 クマの力に耐 え られる ことが

実証済みであ り、ア ラスカの国立公園ではバ ックパ ッカー

に は携 帯が義 務づけ られてい るところ さえあ り、 日本 の

ッキ ノワグマや ヒグマに も十二分 に通 用す る。 クマスプ

レーの輸入元の アウ トバ ックで購 入可能。

問 い合わせ先:P.12参 照

知床連山縦走路のキ ャンプ地で は、 日本で唯一・、金 属

製 のクマ対策食料保管庫が環境省によって整備 されていっ

て いる。泊 まるときに は、食料 ・ゴ ミな どクマを誘 引す

る可能性のあ るものすべてを ビニール袋で密閉 して この

保管庫 に入れて就寝す ると良 い。立 ち去 るときには、必

ず入れ たものを持 ち帰 ること。入れた ものを放置 した り、

ゴ ミ箱がわ りに使 って はな らな い。

知床連山縦走路 のクマ対策保管庫の設置場所:

三つ峰 野営指定地(98年 設置)

二っ池 野営指定地(99年 設置)

硫黄山第一火 口野営指定地(2000年 設置)

羅臼平 野営指定地(2002年 設置予定)

それでも、 ヒグマ1こ出会 ってしま ったら ノ～

ヒグマとの遭遇 のさまざまな状況 における対応の方法 に

ついて以下 に記す。 しか し、 これはあ くまで クマに出会 っ

て しま ってか らの対応手法 である。一旦遭遇 して しまえば、

その時々の状況 や突発的 な不可抗力 によ って、予想外 のこ

とがお こりうる。以下 は想定 されるさまざまな状況下 にお

いて、事故 を回避 できる可能性 のよ り高 い手法 を述べ たも

のであ る。 このマニュアルどお りに行動 すれば完全 に安全

が保証 される とい う性質 の ものではない。

最 優先 すべ きは、 クマに遭遇 する ことを避 ける こと、 ク

73

3・㎝1

43㎝/

73cm

錦

この長 さは43～68cmま で5cm

間隔 で調節可能

ク マ対 策 食 料 保 管 庫

*ス テ ンレス製

*分 解組立式(ボ ル ト留め)

*重 量67kg

*ア ンカーで脚を直接岩盤 に固定

*あ るいは、 セメ ン ト製の土台 に

脚 を埋 め込んで固定
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マを誘引 して しまわな いことだ ということを ここで改めて

強調 したい。知床国立公園 は世界的に も最 も高密度 に クマ

が生息す る地域の一つであ るが、そのよ うな環境 にあ って

さえ、 クマを回避す るさまざまな対応を とれば、 ほとん ど

完全 に出会わずに行動す ることが実際に可能 であ る。 出会

わな いための注意を怠 らない ことが何よ りも重要 であ る。

それを忘れて はな らな い。遭遇 して もこのマニ ュアルに示

された行動をすれば大丈夫 と考えて、不注意 な行動 を とる

ことがあ って はな らない。

本マニ ュアルの前半の 「ヒグマ と出会わないための注意、

引 き寄せないための注意」 を理解 し正 しく行動 して いれ

ば、以下に記 されてい るよ うな状況 は、め ったに生 じない

はずであ る。

以下 は山中の これ まで25年 間にわた る経験、 および、 カ

ナダ アルバー タ大学 ステ ィー ブン ・ヘ レロ教授 が30年 間

にわた って北米での クマによ る事故例 を分析 した結果 をま

とめた良書 「ベア ・アタックス」、 また、 同教授 ら数 人 の

北米におけ るクマの スペ シャ リス トたちがま とあたクマ安

全対策 ビデオ 「StayinginBearCountry」 の内容 を参

考に した ものであ る。

τ状況その77距 離が離れていた場合。

1)100～ 数百m離 れて相手が気付 いていない。

*気 付 かれないよ うに、静 かにその場 を立 ち去 る。

2)100～ 数百m離 れているが、気付 いてお り、 こっち に

注 目している。 あるいは気付 いていても無視 している場

合。

*静 かにその場 を立 ち去 る。走 るな!常 に クマ の動 き

を監視 しなが ら。新 たな動 きがあればす ぐに次 の対応

に移 れるよ うに!

(注:「 ベア ・ア タックス」 に記述 され ている 「稀 な

例」 のよ うな、数百 メー トル も距離が離れて い

るに もかかわ らず突進 してきた例 は、経験 した

こと もない し聞 いた こと もない。 日米 の ヒグマ

の攻撃性 の違 いか??)

3)100～ 数百m離 れ ているが気付 いてお り、 こちらにゆっ

くりと近 づいて くる場合

*あ なたを人 と認識せず に接近 して きて いる可能性があ

ゆ っくり歩 いた ときの

ヒグマの足跡

前足 と後足の足跡が重

な るか、前足の足跡が

後足のす ぐ前につ く。

る。石や倒木 の上 など目立っ ところに上が って、大 き

く腕 をふ りなが ら、穏やか に声をか け、人が いること

を教 えてや る。 ほとん どの場合、気付 くとあわてて逃

げて行 く、 あるいはゆっくりとコースを変えて立 ち去 っ

て い く。

*知 床 にお ける多数 の例 の中で は、 この ような時に更 に

近づ いて きたことは皆無。従 って、以下に述べ ること

は希 な例。

*上 記 の行動を とって も接 近 をや め ない時。 興 味本 位

(特 に若 い個体)や 、極めて稀なが ら、 も しか した ら

捕食行動で接近 して きて いる可能性 も考え るべ き。車

内や屋内 に待避。 あるいは、高 く登れ る木や クマが登

りづ らそ うで 自分が登 はん可能な崖な どな いか、周囲

を探 しなが らゆ っ くり待避。

(注:し か し、北海道の ヒグマは少な くとも大型の♂

以外 は木登 りが得意であ る。 どうしよ うもない

時 には相手 より高い位置 に立っ ことの利 点 はあ

るが ・…)

*こ こで も走 って はな らない。単な る興味本位 で近づい

て きてい る場合、興奮 させて激 しい追跡 行動な どを誘

発 して は困 る

(注:犬 と同 じく、走 り逃 げ るものを本能 的に追 う場

合があ るので …)

*こ の ような状況の時、持ち物を投 げ捨てて クマがそれ

に興味を持 って いじってい る間に距離 を稼 ぐ、 あ るい

は逃げ るとい うことを推奨 してい る例 もあ る。 確かに

利点 はあ るが、 これには以下 の問題 もある ことを認識

してお くべ き。

その1:特 に食料 が入 ったザ ックな どを捨 てた場合、

これを手 に入れて食物 の味を しめた クマは、

人 間を脅 しっける と餌 が入手 できる とい こと

を学 習 し、危 険な行動 をエスカ レー トさせる

可能性 がある。 その時、 自分 は助 か って も、

後 か らその場所 に来 る人 を危険 に陥 れる可能

性 があ る。

その2:後 で防御姿勢(後 述)を とる必要性が発生 し

た場合 に、 自分の身を守 る貴重なプロテクター

となるザ ックを失 って しま うこと。

従 って、少 な くとも食物 が入 った ものは決 して投 げ

「ベ ア ・ア タ ッ ク ス」 は2000年9月 に 日本語

版 が 出 版 され た 。

S.ヘ レロ著 上下2巻 、 各2,400円

出 版社:北 海 道 大 学 図書 刊 行 会

TEL=011-747-2308

お 近 くの 書 店 で も注 文 で き る。
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捨てて はな らない し、ザ ックは背 負 ったままの方 がよ

い。その他の物であれば、投 げて時間をかせ ぐ試 み と

してや ってみ る価値 はあ る。

*そ して、 さらに距離が50m前 後以下 にな り、明 らかに

人を意識 しなが ら接近 を続 ける場合。待避 で きる場 所

がな く、逃げ切れそ うになければ、強気に対応すべき。

岩の上や倒木の上な どに立 ち、 自分をで きるだけ大 き

く見せて、強い調子の声や大 きな物音をたて ることが

で きる物で威嚇す る。複数の人がいれば、必ずまとまっ

て行動す る。決 してバ ラバ ラにな って はな らない。棒

で も何で も戦 う武器を用意で きれば手に取 る。 クマ ス

プ レーがあれば発射可能な体制に準備。数 メー トル以

下 になれば、持 ち合わせの もので抵抗す ることを決断

すべ き。4m以 内 にな って更に近づいて来 るよ うであ

れば、 クマスプ レーを持 っていた ら、全量を一気に鼻

と目に当 たるように噴射。

(注:こ の ような事態 になる前 に、風向を考慮 して相

手か ら風下 にな らないように、ゆ っ くりと位置

関係 を変えておか ないと、 スプ レーが効 きず ら

く、 ま してや 自分 にかか る可能性があ る)。

*繰 り返すが、上記の ような例 はきわめて希であ る。 し

か し、 この ような こともあ り得 るとい うことを認識 し

ておか なければな らな い。

f状況 その2」 突発的な遭遇。距離が20

m以 上50m以7㌔

ヒグマとの遭遇で最 も多 いのが、不注意 による 「突発的

な遭遇」で ある。 この ような事態 にな ること自体失敗であ

り、本 マニュアルの前半部分を十分 に理解 して実行 してい

れば、 ほとん ど回避で きることを再度強調 してお く。

姿 は見 えな くと も、遭遇の しば らく前か ら自分の周囲 に

っ きまとって いる気配が して いたり、つ けられて いる気配

が あった ら、[状 況 その1]の3)(p.11)の 対応を想定 し

てお くべ き。

1)の っそ りと立 ち上が る。あ るいはひょっこり出て きた

場合。

*後 ろ足 で立 ち上が って(あ るいは四つ足の まま)鼻 を

ク マ ス プ レー

(COUNTERASSAULT)

北米で クマを追 い払 うため に開発 さ

れ た。 トウガ ラシの辛 み成分 で あ る

「カプサイシ ン」を 濃縮 した液 体 が噴

出 され、 クマを追 い払 うことができる。

射程 は4～5mな ので、離れ たところ

にいるクマに用 いて も意味 はない。本

当に襲 われそ うな時だ け、最終手段 と

して用 いる。至近距離で発射 し、 クマ

の目や鼻 に確実 に吹 きかけなければな

らない。

北米 でのヘ レロ教授 の調査結果 によ

ると、 クマスプ レーはクマの攻撃的 な

行動 を90%以 上 の確率 で停止 させる こ

とがで きるとされている。我 々 も知床

において既 に何度 も使用 してお り、効

果的に ヒグマを追 い払 うことができて

い る。 この スプ レーは ヒグマか ら直接

攻撃を受けた際に高い確率 で ヒグマを

追い払い、事故 を避 け ることがで きる

携帯用の道具 としては、現在 考え られ

る限 り最 も優れた ものであ る。

しか し、あ くまで100%で はない。

DE$G四 ε0了08EUSεOW「 「HO閥EH酬0
㎞ 帽 剛 め鵬o「 ㎝,`醐 駒 勧電o酬
h網od.

τb㎞

Placo「oro髄noo7亀hrooohhol81nh畠ndle》凶th電㎞b
onαの0908d●¢yclゆ

糊鵬艦畿
Oopre8sredac電u醜or

,oゆur5璽o`sp陥y,

月ερ4C7Uハ ア0月レ陥8

Fbpl㏄00rang63ajdycllpbypu3hhgllmlywlth
量hombunlll畠udibb"5nap"`sh6置d.

Ch㏄k吐05e6睡8do吐yl3compめ 電elylnplacaNogap

8hooldb6V8sib8■bo重 》げ0●oactu8セ0「hand`6a「xj6afo竃 γ
clゆ.

ん劇b;'b論 脚伽鮪りρ80呵銅蜥賀"∂●9fα■鰍

BushwackerBackpac翫

&

SUPP且 りCo,1nc.

dj5〃jbu`orsq∫

COO閥1'【RASSAO『 『
REPE腿 、E髄圏「

クマ ス プ レ ーを 使 わ ざ るを得 な い よ うな状 況 を招 か な い よ うに 注意 す る こ とが最 も重 要 で あ る。 ク マ ス プ レー を持 っ

て い るた あ に 安 心 して 注 意 を 怠 た るな らば 、 か え って危 険 で あ る。

テ ン トの 周 辺 や ゴ ミ捨 て場 な どで 、 クマ を 寄 せ な い た め に あ らか じめ付 近 に 吹 きか け て お くの は逆 効 果 な の で要 注

意 。 刺 激 臭 に興 味 を 持 って 、 か え って近 づ い て く る。

近 くの 登 山 用 品 店 や ア ウ ト ドア シ ョッ プに 在 庫 が な い 場 合 は、輸 入 元 の ア ウ トバ ッ クに 問 い合 わ せ る と良 い。

問 い合 わ せ 先:(有)ア ウ トバ ッ クTEL:019-696-4647,FAX:019-696-4678

E-Mail:outback@cup.comURL:http://outback.cup.com/
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ヒクヒクさせ、周囲 を見回 していた ら、何者かが近 く

にいるのは分 かるが、 それが何かが判断で きてお らず、

嗅覚 や視覚 で確認 しようと して いる。

*ゆ っ くり両腕 をあげて振 り、穏やか に話 しか ける。す

ぐそばに障害物(立 木な ど)が あれば、 クマ との間に

それを置 く位置関係に静かに移動(注:万 一 の突進 に

備えて)。 クマスプレーを持 って いた ら発射 準備 しな

が ら移動す る。

*私 の経 験で は、上記 の対応 でほ とんどすべての場合、

クマは気付 くと走 って逃 げるか、 あるいは、 ゆ っくり

立ち去 った。

2)上 記 の対応 を行 って、気付 いてもこちらを無視 して い

る場合。

*ゆ っくり両腕 をあげて振 り、穏やか に話 しかけなが ら
、

かっ、 クマか ら目を離 さず(た だ し睨みっ けないこと)、

クマ側 の行動を監視 しつつ、ゆ っくりと後退。 その場

か ら立 ち去 る。

3)上 記の対応を行 ってもクマが立ち去 らず、興奮気味 に

な ってきた ら ・…

*さ らに、 ゆ っくり両腕 を上 げて振 り、穏 やか に話 しか

け る。 す ぐそばに障害物(立 木 など)が あれ ば、 クマ

との間にそれを置 く位置関係 に静か に移動(注:万 一一

の突進 に備 えて)。石 の上や倒木 の上 な どに立 ち、 自

分 をできるだけ大 き く見せ る。

*立 ち去 って くれ ない理由がな いか?、 付近 を冷静に観

察。子 グマが いな いか(上 方に も注意、木 に子 グマが

登 って いな いか)?、 シカの死体 などを防衛 しよ うと

していないか?

*こ の場 合、多 くは低 く捻 った り、 カプカプと顎 を打 ち

鳴 らした り、興奮 して激 しく地面 を叩 いた りす ること

もある。 このよ うな行動 は、人 との出会 いにクマが強

いス トレスを感 じていることを意味す る。葛藤の中で、

逃 げ出すべ きか、 あるいは、身を守 るたあに攻撃 に打 っ

て 出るか と迷 って いる。 ここで大声を出 した り して強

く威嚇 し、興奮 させて はな らない。興 味本位 や捕食行

動で近づ いて くる希な例に対す る対応 とは逆 であ るの

で十分に注意の こと。

*ゆ っ くり両腕をあげて振 り、穏 やかに話 しかけながら、

かっ、 クマ側 の行動 を監視 しっっ、 ゆ っくりと後退。

その場 か ら立 ち去 る こと。子 がいた り、 シカなどの死

体が見 えた り、 あるいは見 えな くと も腐敗臭が して死

体 があ りそ うな場合 は、す みやか に、 しか し、 ゆっ く

りと(難 しい注文 だが …)、 つ まりは急 な動 きで

相手 を更 に興奮 させないよ うに後退 する こと。 いっま

で もそ こに動 かずにいると、敵対行動 と受 け取 られる

可能性大。

4)ま ず い1突 進が は じまった!

あ るいは、の っそ りと立 ち上がる、あるいはひ ょっこ

り出 てきた とたん に、突進行動 にな った場 合。

*ま だ落 ちっ いて!!

*多 くの場合、威嚇突進行動(ブ ラフチ ャージ)で ある
。

だ 一っと突進 して立ち止 まり、激 しく地面を叩いたり、

そ してす ぐに後退 す ることが多い。 また、 これを数回

繰 り返 す こともあ る。穏 やかに声 をかけつつ、相手 の

動 きを見 なが らゆ っくり後退 する。

*さ らに、 ゆ っくり両腕 を上 げて振 り、声 をか けっづ け

る。相手 が何者 か分か らないまま、 とりあえず威嚇行

動 には しって いる可能性 が あ る。 す ぐそば に障害 物

(立木 など)が れ ば、 クマとの間 にそれ を置 く位置 関

係 に静か に移動。石の上や倒木の上な どに立 ち、 自分

をで きるだ け大 き く見せ る。 クマ スプ レーがあれば発

射準備。

*走 るな!騒 ぐな!残 念 なが ら、 ブラフチ ャー ジの突

進 と、本物 の攻撃 へ至 る突進 は、突進 開始時点 では識

別不能。 しか し、多 くはブ ラフチ ャージなので、 ここ

で大騒 ぎ して走 り出 した りすれ ば、威嚇が本物 の攻撃

行動 に転化す る可能性が ある。

5)更 に残念なが ら、本物の攻撃であ った場合

*突 進が止 まらず、 もはや3～4m(ク マ スプレー射程

距離内)に 迫 った ら、 クマ スプレーがあれば、全 量を

鼻 と目にあた るよ うに一一気に噴射。

*ス プレーがない場合、 あ るいはスプ レーが効 かず攻撃

を受けて しま った ら、 その場 に倒 れ込 んで防御姿勢 を

とる。両足 を抱 え込 むよ うに体 を丸 あ、首 を胸 の方 に

曲げて腹部 を守 る。両手 は首 の後 ろに強 く組んで急所

の首 を守 る。 リュ ックサ ックを背負 って いたら、背中

を守 るプロテクターとな る。攻撃が収 まるまで動かな

い(注:こ れ はかな り難 しいことではあるが ・…)。

*突 発遭遇時の攻撃 は、 クマ は自分や仔 グマを守 ろうと

す る 「防衛的な攻撃」であ る。 このよ うな場 合、短時

間で立ち去 るはず。 ここで積極的に抵抗す ると、 クマ

は興奮 して更に激 しい攻撃 を続 け、重大 な傷 を負 う可

能性のほ うが高い ことがわか っている(ベ ア ・ア タッ

クス:ヘ レロ教授 の分析結果)。

間違うな!「 防御姿勢」 と死んだふ りとは違 う1!

直接攻 撃を受 けていない時・ 防御姿勢 を取 ってはな らない。 かえ って興味 を持 って近寄 って くる場合が ある
。

1995年8月 ・ ア ラスカのデナ リ国立公園 を歩 いていたあるバ ックパ ッカーが、数十メー トル先に ヒグマ(グ リズ リー)

を発見 した。危 ない と思 った彼 は、地面 に身 を投 げて死 んだふ りを した。 クマの方 はかえ って びっ くり して
、何事か

と興 味を持 って近寄 ってきて・彼 を引きず り回 し、背中 のザ ックを奪 い取 って いった。幸 い軽傷ですんだが
、至近距

離 まで突進 を受 けた り・直接攻撃 を受 けて もいないのに、 この ようなことをす ると逆 に危険であ る。
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τ状況その3」 突発的な遭遇。距離が20

m以 下b

1)ク マもび っくりして立ち上 がるか、四つ足のまま驚愕

の表情

*ゆ っ くり両腕をあげて振 り、穏やか に話 しか ける。 す

ぐそばに障害物(立 木な ど)が あれば、可能な らクマ

との間 にそれ を置 く位置関係 に静か に移動(注:万 一

の突進 に備 えて)。 クマスプ レーが あれ ば準 備 しなが

ら … と言 いたいが、多 くの場合、 そん な余裕 はな

い。 ほ とんどの場合、 唖然 として立 ちす くむと、 とた

んに、 クマ も全速力 で逃 げてい くのが普通。

*と にか く、突発 的に走 って逃 げる とか、大声 でわめ く

よ うな行動 は、ただで さえび っくりしてい るクマを更

に怯え させ、 ス トレスのあ まり防衛的な攻撃 に移 らせ

る可能性が ある。唖然 と して立ちす くんで いるのが、

一番良 いか も知れ ない。

*我 々は、 このような至近距離 の遭遇 を避 けるべ く、音

を出 してクマに知 らせ なが ら歩 くことなど、 さまざま

な注意 を常 に怠 らないよ うに しているので、 このよ う

な ことはめ ったにない。 この ことが大事!。 至近距離

で会 った らどうす るかを考 え る前 に、 そ うな らないよ

うに注意 す ることが最重要。互 いに精 神的余 裕のない

状況で出会 うと、予測不能の事態にな りがちであ る。

知床国立公園 ほどの ヒグマの超高密度地域であ って さ

え、出会わな いための注意事項を慎重に守れば、 ほと

ん ど出会わず にすむ ことを改 めて明記 してお く。

2)出 会 ったとたん に、喩 り声 をあげた り地面を叩 くな ど

の威嚇行動 あるいは突進行動 に移 った場合

*[状 況 その2]の4)(p.13)以 下 の対応へ

f状況 その47テ ン トサイ ト(主 に夜)

に クマが接近。

下記 のよ うな状 況 は、 これ ま で我 々に も経 験 がな く、

「ベ ア ・アタックス」や 「StayinginBearCountry」

ビデオを参考 にす るしかな い。著者のヘ レロ教授 も言 うと

お り、 このような状況で接近す るクマは、かつて人為的食

物 を得 た経験が あって テ ントを襲 うと食物が入手で きるこ

とを学習 して いた り、 あるいは、 も しかす ると人 を餌 と認

識 して いる可能性 さえ考慮 しなけれ ばな らない。

1)テ ン トサ イ トに接近 してきた り、あ るいは、天場周辺

に入 って来 たのに気付 いたら

*近 くに車 や家屋 な どがあれば、 すみやかに待避。

*鍋 釜 などを打 ち鳴 らし、大声で威 嚇 して追 い払 う。強

気の対 応を!

*ク マ スプレーがあればす ぐに発射準備。

*何 で も良 いか ら武器にな りそ うな ものを探 して用意す

る。

*逃 げ場が なければ、積極的 に抵抗。

*複 数 の人が いれば、必ず まとまって行動、 あるいは、

抵抗。バ ラバ ラに逃 げるべ か らず。
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2)気 付いた ときには、既にテ ン トにの しかか った り、 噛

み破 ろうとしていた とき

*鍋 釜な どを打ち鳴 らし、大声で威嚇 して追い払 う。 強

気の対応を!

*ク マスプ レーが あればす ぐに発射準備。

*武 器 になりそうなもの を探 して用意 し、積極的に抵抗。

*複 数 の人 がいれば、必ず まとまって行動、 あるいは、

抵抗。

このよ うな とき、 クマスプ レーの有無 は生死 を分 ける

か も知れない。 テ ン ト泊 の際には必ず持参 し、寝 るとき

にはす ぐに手に取 れ る枕元 に置 きたい ものであ る。

f補 足 」

狩猟中にヒグマに遭遇 したら'

クマ猟のつもりでなか ったあなたは どう

するべきか2

狩猟経験 が長 いハ ンターで も、 クマに対 する対応 を正 し

くで きる人は少 数派であ る。 もし、 自信 を もって撃 ち倒 す

ことがで きるとい う状況でなければ、軽 々 しく発砲 すべき

で はない。 これが大前提であ る。その方が、下手 に発砲 す

るよりは自分 自身 にとって はるか に安全であ るし、狩猟者

の責務 と して手負 いグマを作 って しまうことは万が一に も

避 けなけれ ばな らないか らで ある。

狩猟で山歩 きを して いるときに ヒグマが近 くにた また ま

現 れた り、 シカの巻 き狩 りで たまたま追われて しまった ク

マが、 待 ち役 や勢子役 のハ ンターの近 くに走 り込 ん で し

ま った りする ことがあ り得 る。 そのよ うな場合 は、特 にク

マを撃つつ もりでなければ、 そのまま何 もせず にや り過 ご

すのが最 も安全 と言 え る。発砲 して怒 らせた り、 あるいは

負傷 させ るとかえ って危 険な状況 にな りうる。

その ような場合、す ぐ近 くで立 ち上 って周 囲を見 回 した

り、匂 いをか ぎ取 ろうとす ることが しば しばあ る。立 ち上

が る行動 は攻撃行動で はな い。多 くのハ ンター はこれを勘

違 い して いる。 これ は相手を確認 しようとす る行動である。

本気で攻撃 して くる際 には、四っ足の まま突進 して くる。

(14)

走 った時の ヒグマの足跡

前足 の足跡 のはるか前方 に

後足 の足跡 がっ く。



立ち上 が った クマに恐 れをな して発砲 してはな らない。静

かに声 をかけた り、手 を振 るな どの行動 で人 間がいる こと

を教 えてや り、ゆ っくりと後退 すればよい。 また、近距離

での遭 遇に クマが驚 いて、 ブラフチ ャー ジ(見 せかけの威

嚇突進)を して くる場合 があ る。 ここで もむやみに発砲 す

るの は逆効果 であ る。真 の攻撃であった場合 に備えて、 しっ

か り銃 の狙 いを付 けなが ら、見極 める ことが必要 である。

多 くの場合、突進 を途 中でやめて引 き返 した り、走 り

去 って い く。

ただ し、繰 り返 しブラフチ ャー ジを行 う場 合は、仔 グマ

を守 ろうと して いた り、あ るいは、 シカの死体 な どの餌を

守 ろうとして、威嚇 してい る場合があ り得 る。 そのよ うな

場合 は、留 まってい ると敵対行動 として とらえ られ る可能

性があ るので、 クマの動 きに注意 しなが ら、 ゆ っくりと後

退 して早々にその場を離れた方が良い。 走ってはな らない。

追跡行動を誘 発す る。

知床のヒグマの生態と対策の実情に関する参考図書

しれとこライブラリー3「 知床の哺乳類II」

知床 の原生 自然 に生 きる ヒグマの生 き様 と人間 との関わ り、年間400～600件 に もおよぶ ヒ

グマに出没 に対応 して危機管理を行 う知床 自然セ ンターの スタッフの活動を紹介。 北海道全

体 の人 と ヒグマの共存対策 につ いて も記述。
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